
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「地域日本語教育」という新しいフィールドへ 
 

日本語教師のための 

    地域日本語教育研修 
 

 令和元年に日本語教育推進法が施行され、地域での日本語教育のあり方が大きく変化しよう

としています。今後、地域日本語教育の分野で活躍する人材はさらに必要とされるでしょう。こ

れまで地域の日本語教室に関わる機会があまりなかったみなさん、生活者としての外国人に対

する日本語学習支援に、日本語教師がどのように関わっていけるのか、一緒に考えてみません

か。それはきっと、日本語教師としての活動の幅を広げるきっかけになるはずです。 

講師 

深江 新太郎氏 
NPO多文化共生プロジェクト 代表 

福岡県 地域日本語教育事業 アドバイザー・コーディネーター 

福岡市 地域日本語教育事業 アドバイザー・コーディネーター 

文化庁委嘱 地域日本語教育アドバイザー 

 

     １月１８日（水） 1８：３０～２０：３０ 

サードプレイスとしての地域日本語教室と 

日本語教師の役割 
 

      １月２５日（水） 1８：３０～２０：３０ 

学習者のことばを引き出し、 
深くつながるための聞く力 

オンライン開催 

第１回 

第２回 

チャレンジ！ 



 

 

 

－ お問い合わせ － 

公益財団法人 兵庫県国際交流協会(HIA) 多文化共生課 

TEL： 078-230-326１   

メール： nihongoあっと net.hyogo-ip.or.jp ※「あっと」を＠に変えてください 

 

 

 
 

 兵庫県では「地域日本語教育の総合的な体制づくり」に取り 

組んでいます。ぜひ当協会ホームページをご覧ください！ 

 地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業 兵庫県地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業 

 

 

対象 ・・・・・・・・・ 兵庫県・近隣県在住の日本語教師資格をお持ちの方 

同等の教室活動をしておられる学習支援者の方 

※いずれの方も、現在活動中かどうかは問いません 
 

定員 ・・・・・・・・・ ６0名 

※申込多数の場合、兵庫県内在住、在勤、在学のいずれかに該当する方で、 

２回とも参加できる方を優先します 

 

申込方法 ・・・・・ リンク、またはQRコードからお申し込みください  

             https://bit.ly/3UOHBWi 

 

締め切り ・・・・・・ 1月 9日（月）  

※定員に達し次第、受付終了します 

 

 

深江 新太郎氏 
 

「在住外国人が自分らしく生活できるような小さな支援を行う」をミッションとした NPO 多文

化共生プロジェクト代表。福岡県と福岡市が取り組む「地域日本語教育の総合的な体制づくり

推進事業」のアドバイザー、コーディネーター。文化庁委嘱・地域日本語教育アドバイザーなど。

福岡市・古賀市・直方市・苅田町など、福岡県を中心に多くの市町の地域日本語教育に携わって

いる。著書に『生活者としての外国人向け 私らしく暮らすための日本語ワークブック』（アルク）

がある。 

 

講 師 紹 介 

お 申 し 込 み 

お申し込みは

こちら 

 

 

 

 

 

 

HIA 取り組み紹介 

https://bit.ly/3UOHBWi

